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問
　
二
期
目
へ
の
市
長
選
挙

へ
の
出
馬
は
。

市
長
　
本
年
11
月
の
市
長
選

挙
に
再
度
出
馬
す
る
。
元
気

な
筑
後
市
づ
く
り
に
今
は
ま

だ
道
半
ば
で
あ
り
、
人
口

５
万
人
目
標
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
も
再
度
立
候
補
す
る
。

問
　
羽
犬
塚
駅
周
辺
整
備
に

も
っ
と
市
は
関
わ
る
べ
き
だ
。

市
長
　
民
間
主
導
で
開
発
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
た
だ
し
、

市
が
関
与
す
べ
き
所
は
、
十

分
内
部
で
検
討
し
、
協
力
す

べ
き
所
は
協
力
し
、
官
と
民

の
共
同
作
業
で
整
備
し
た
い
。

筑
後
船
小
屋
駅
周
辺

農
地
の
農
振
地
除
外
を

問
　
筑
後
船
小
屋
駅
周
辺
の

農
地
の
農
振
地
除
外
を
。

市
長
　
現
状
で
は
農
振
地
除

外
、
農
地
転
用
は
厳
し
い
。

農
政
課
長
　
農
振
地
除
外
に

関
す
る
規
制
の
強
化
に
よ
り

第
一
種
農
地
の
面
積
基
準
が

20 

ha
以
上
か
ら
10 
ha
以
上

の
集
団
的
農
地
へ
と
強
化
さ

れ
、
農
地
以
外
へ
の
利
用
制

限
が
厳
格
化
さ
れ
た
。　
　

　

船
小
屋
駅
周
辺
農
地
区
分

は
第
一
種
農
地
と
さ
れ
、
農

振
地
除
外
、
農
地
転
用
は
難

し
い
状
況
に
あ
る
。

　
農
振
地
除
外
を
行
う
に
は
、

具
体
的
な
転
用
計
画
等
が
必

要
だ
。
転
用
計
画
が
提
出
さ

れ
た
後
、
県
と
協
議
し
検
討

す
る
。

二期目の市長選への進退は

答 道半ばであり立候補する
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問
　
九
州
北
部
豪
雨
か
ら
ま

も
な
く
一
年
と
な
る
。
昨
年

９
月
議
会
で
、
今
回
の
反
省

を
踏
ま
え
、
自
主
防
災
組
織

の
組
織
化
を
優
先
課
題
の
一

つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
。

市
長
　
現
段
階
で
は
自
主
防

災
組
織
が
設
立
さ
れ
た
と
の

報
告
は
ま
だ
受
け
て
い
な
い
。

各
校
区
で
自
主
防
災
組
織
が

で
き
る
よ
う
さ
ら
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
市
の
方
針
と
し
て
校
区

全
体
で
取
り
組
む
と
い
う
こ

と
だ
が
、
一
律
で
は
な
か
な

か
進
ま
な
い
と
思
う
。
緊
急

度
が
高
い
と
こ
ろ
を
ま
ず
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
組
織
化
し
、

そ
こ
か
ら
広
が
り
を
つ
く
れ

ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
市
内
一
斉
に
は

な
か
な
か
進
ま
な
い
と
思
う

の
で
、
重
点
地
区
を
ま
ず
集

中
的
に
取
り
組
む
と
い
う
こ

と
で
自
主
防
災
組
織
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

臨
時
増
税
の
告
知
は

問
　
地
方
の
緊
急
防
災
、
減

災
事
業
に
お
け
る
臨
時
増
税

の
告
知
は
。

市
長
　
来
年
度
か
ら
十
年
間
、

個
人
住
民
税
の
均
等
割
を
市

民
税
、
県
民
税
そ
れ
ぞ
れ

５
０
０
円
引
き
上
げ
、
そ
の

財
源
を
も
と
に
、
筑
後
市
で

も
防
災
関
係
の
施
策
を
進
め

る
。
「
広
報
ち
く
ご
」
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
、
納
税
へ
の
理
解

と
と
も
に
防
災
へ
の
関
心
を

高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。

自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
は
答 �

重
点
地
区
を
ま
ず

　 

集
中
的
に
取
り
組
む

矢
加
部 

茂
晴 

議
員筑後市防災訓練

（６／２筑後北中で開催）


